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は
じ
め
に

　
『
源
氏
物
語
』
は
原
典
そ
の
も
の
が
人
々
に
愛
さ
れ
、
引
き
継
が
れ
て

き
た
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
原
典
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
て

き
た
面
も
大
き
い
。
長
大
な
物
語
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
五
十
四
帖
に
及
ぶ

『
源
氏
物
語
』
そ
の
も
の
を
、
全
て
手
に
入
れ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

ま
た
、
手
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
全
編
を
読
破
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
に

困
難
で
あ
る
。
そ
こ
に
藤
原
俊
成
の「
源
氏
見
ざ
る
歌
詠
み
は
遺
恨
事
也
」

と
い
う
発
言
や
、
連
歌
の
流
行
が
重
な
っ
た
。『
源
氏
物
語
』
は
、
物
語

そ
の
も
の
を
読
み
た
い
と
い
う
読
者
の
立
場
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
や
連

歌
の
世
界
で
も
必
読
の
書
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
原
典

を
読
ま
な
く
て
も
、『
源
氏
物
語
』
の
内
容
を
手
軽
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
手
引
書
が
、
数
多
く
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
梗
概
書

と
い
わ
れ
る
類
い
で
、
そ
の
中
で
も
他
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
、
数
多
く
の

伝
本
が
存
在
す
る
も
の
が
、『
源
氏
小
鏡
』
で
あ
る
。『
国
書
総
目
録
』
に

よ
れ
ば
、
版
本
も
含
め
る
と
そ
の
数
は
一
〇
〇
を
超
え
る
。
中
世
か
ら
近

世
に
か
け
て
、
最
も
流
布
し
た
梗
概
書
と
い
え
る
。

　

今
回
は
そ
の
中
の
一
本
、『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

第
九
十
九
巻　

源

氏
物
語
柏
木　

河
海
抄
巻
第
十
五
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編　

朝
日
新
聞
社　

二
〇
一
五
年
六
月
）
所
収
の
『
源
氏
小
鏡
』
を
取
り
上
げ
る
。

一　
『
源
氏
小
鏡
』
の
伝
本
に
つ
い
て

　
『
源
氏
小
鏡
』
は
伝
本
の
数
が
多
く
、
固
定
し
た
書
名
を
持
た
な
い
。

他
に
も
『
源
氏
目
録
』『
木
芙
蓉
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
名
が
あ
る
が
、

内
容
か
ら
『
源
氏
小
鏡
』
と
し
て
括
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
本
を
、

冷
泉
家
本
『
源
氏
小
鏡
』
の
性
格

―
和
歌
を
中
心
と
し
て
―

橋
　
本
　
美
　
香
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稲
賀
敬
二
氏
（『
源
氏
物
語
の
研
究　

成
立
と
伝
流　

補
訂
版
』
笠
間
書
院　

一
九
八
三
年

一
〇
月
〈
初
版
一
九
六
七
年
九
月
〉）
は
和
歌
数
を
も
と
に
、「
百
十
首
本
系
統
」

「
百
三
十
首
本
系
統
」「
異
本
系
統
」
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

伊
井
春
樹
氏
（『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究　

室
町
前
期
』
桜
楓
社　

一
九
八
〇
年
一
一
月
）

は
内
容
を
も
と
に
、稲
賀
氏
が
「
百
十
首
本
系
統
」
と
さ
れ
た
も
の
を
「
古

本
系
」
と
し
、そ
れ
を
青
表
紙
本
系
統
の
本
文
に
訂
正
し
た
「
改
訂
本
系
」、

歌
を
追
加
し
た
「
増
補
本
」、
内
容
を
簡
略
化
し
た
「
簡
略
本
」、
寄
合
語

を
持
た
な
い
「
梗
概
中
心
本
」「
和
歌
中
心
本
」
の
六
つ
に
分
類
さ
れ
た（

1
（

。

さ
ら
に
、「
現
存
本
は
古
本
系
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
『
小
鏡
』
が
原
初
形

態
で
あ
り
、
他
の
系
統
本
は
そ
れ
か
ら
派
生
し
て
い
る
と
認
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

今
回
注
目
す
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
『
源
氏
小
鏡
』（
以
降
、
冷
泉
家

本
と
称
す
）
は
、
岩
坪
健
氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、「
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）

五
月
二
十
六
日
」
の
書
写
で
、「
第
一
系
統
第
一
類
（
古
本
系
）
に
加
筆

し
て
成
立
し
た
と
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
冷
泉

家
本
の
特
徴
と
し
て
、「
寄
合
と
そ
の
付
け
方
（
付
合
の
仕
方
）
を
説
明

し
た
文
章
を
省
略
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
」こ
と
と
、「
和
歌
を
追
加
す
る
」

こ
と
の
二
点
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
当
写
本
に
似
た
伝
本
と

し
て
は
、横
浜
本
し
か
見
当
た
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
、こ
の
二
本
は
「
第

一
系
統
に
属
す
る
が
、
ほ
か
の
四
類
と
は
異
な
る
の
で
、
第
一
系
統
第
五

類
と
定
義
し
て
お
く
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
解
題
に
述
べ
ら
れ

た
内
容
だ
け
で
は
、冷
泉
家
本
の
性
格
を
つ
か
み
き
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

そ
こ
で
、
冷
泉
家
本
の
特
徴
を
和
歌
の
面
か
ら
考
え
て
み
た
。

二　
『
源
氏
小
鏡
』
の
和
歌
数

　

ま
ず
、『
源
氏
小
鏡
』
の
諸
本
に
ど
れ
だ
け
和
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
の

か
を
確
認
す
る
。
今
回
は
系
統
ご
と
に
代
表
的
な
写
本
を
翻
刻
さ
れ
て
い

る
、
岩
坪
健
氏
編
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉
書
院　

二
〇
〇
五
年
二
月
）

を
使
用
し
、
諸
本
ご
と
の
和
歌
の
数
を
調
査
し
た
。
数
字
は
掲
載
さ
れ
た
和

歌
数（

2
（

で
あ
り
、
併
せ
て
後
に
使
用
す
る
諸
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
し
た
。

第
一
系
統
（
古
本
系
）
…
… 

京
（
伝
持
明
院
基
春
筆
（

都
大
学
本
（
京
）
112
・
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
宮
）
105
・
国
会
図
書
館
本
（
国
）
104

第
二
系
統
（
改
訂
本
系
）
…
神
戸
親
和
女
子
大
学
本
（
親
）
137　

第
三
系
統
（
増
補
本
系
）
… 

都
立
中
央
図
書
館
本
（
都
）
163
・
国
文
学
研
究
資
料
館
本（
文
）241
・
天
理
図
書
館
本（
天
）260

第
四
系
統
（
簡
略
本
系
）
… 

神
宮
文
庫
本（
神
）111
・
大
阪
市
立
大
学
本（
大
）110

第
五
系
統
（
梗
概
中
心
本
系
）
… 

天（伝
飛
鳥
井
宗
世
筆
（

理
図
書
館
本
（
理
）
67
・
京（飛
鳥
井
重
雅
筆
（

都
大
学
本
（
京
大
）
110
・
天（
連

蔵

筆

（

理
図
書
館
本
（
連
）
115

第
六
系
統
（
和
歌
中
心
本
系
）
…
京
都
大
学
本
（
京
和
）
203
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一
見
し
た
だ
け
で
、
第
三
系
統
（
増
補
本
系
）
や
第
六
系
統
（
和
歌
中

心
本
系
）
は
、
大
幅
に
和
歌
が
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
稲
賀
氏
に
よ
っ
て
「
百
十
首
本
系
統
」
と
分
類
さ
れ

た
も
の
が
、「
第
一
系
統
（
古
本
系
）」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
百
十
首
前
後

の
和
歌
を
持
つ
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
で
は
、
冷
泉
家
本
は
ど
う
か
。
冷

泉
家
本
は
、
全
部
で
百
二
十
三
首
の
和
歌
を
持
っ
て
い
る
。
百
十
首
前
後

を
古
本
系
（
以
降
『
源
氏
小
鏡
』
の
系
統
は
、
適
宜
こ
ち
ら
の
名
称
を
用
い
る
）
の
基
本

と
す
る
な
ら
ば
、
少
し
多
い
。
本
文
の
記
述
内
容
か
ら
は
、
冷
泉
家
本
も

古
本
系
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
和
歌
の
数
か
ら
見
る
と
少
し
様
子

が
違
う
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
古
本
系
諸
本
の
中
で
、
伊
井
氏
が
「
古
形
を
保
ち
信
頼
す
る
に

足
る
善
本（
前
掲
書
八
八
〇
頁
注
）」と
位
置
づ
け
ら
れ
た
、第
一
系
統（
古
本
系
）

の
京
都
大
学
本
（
伝
持
明
院
基
春
筆
）
の
百
十
二
首
と
比
較
す
る
と
、
そ

の
差
は
十
一
首
に
見
え
る
。
し
か
し
、
京
都
大
学
本
は
冷
泉
家
本
に
な
い

歌
を
二
首
（
常
夏
巻
「
な
て
し
こ
の
」・
藤
袴
巻
「
た
つ
ぬ
る
に
」）
持
っ
て
い
る
た
め
、

実
際
は
冷
泉
家
本
が
十
三
首
多
く（

3
（

、
京
都
大
学
本
に
な
い
和
歌
を
持
つ
こ

と
に
な
る
。
十
首
以
上
も
和
歌
が
多
い
冷
泉
家
本
を
、
古
本
系
に
入
れ
て

よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

三　

冷
泉
家
本
に
追
加
さ
れ
た
和
歌

　

次
に
、
古
本
系
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
冷
泉
家
本
が
ど

の
和
歌
を
追
加
し
た
の
か
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、
伝
持
明
院
基
春
筆
京
都

大
学
本
に
は
な
い
歌
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
歌
が
他
の
系
統
に
あ
る

の
か
を
調
べ
た
。
結
果
を
一
覧
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
上
段
に
冷

泉
家
本
で
の
所
在
（
巻
名
と
丁
数
）
を
示
し
、
そ
の
下
に
和
歌
の
第
二
句

ま
で
を
の
せ
た（

4
（

。

冷
泉
家
本
追
加
和
歌
（
13
首
）             

京

宮

国

親

都

文

天

神

大

理
京
大

連
京
和

帚
木
六
オ 

は
は
き
き
の
こ
こ
ろ
も
し
ら
て
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冷
泉
家
本
が
追
加
し
た
十
三
首
の
う
ち
、
夕
顔
巻
の
「
に
ほ
と
り
の
」

歌
と
若
紫
巻
の
「
さ
と
は
み
な
」
歌
は
、『
源
氏
物
語
』
の
中
で
詠
ま
れ

た
歌
で
は
な
く
、引
歌
と
し
て
利
用
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。
冷
泉
家
本
は「
に

ほ
と
り
の
」
歌
を
、「
さ
き
の
世
の
」・「
う
は
そ
く
の
」
の
贈
答
歌
（
原
典

と
は
贈
答
の
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
）
の
後
に
配
置
し
、
三
首
の
和
歌
が
並
ぶ
形

と
な
っ
て
い
る
。「
に
ほ
と
り
の
」
歌
の
す
ぐ
後
に
「
お
き
中
か
わ
と
ち

き
ら
せ
給
ふ
に
」
と
続
く
た
め
、
引
歌
の
つ
も
り
で
掲
載
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
見
た
目
で
は
『
源
氏
物
語
』
に
も
実
際
に
あ
る
歌
な
の
か
ど

う
か
の
区
別
は
つ
か
な
い
。
一
方
「
さ
と
は
み
な
」
歌
は
、
冷
泉
家
本
の

本
文
に
「
き
や
う
の
は
な
は
さ
か
り
す
き
ち
り
は
て
ゝ
山
の
さ
く
ら
は
ま

た
さ
か
り
と
は
い
ひ
た
れ
ふ
る
う
た
に

0

0

0

0

0

（
傍
点
筆
者
）」
と
し
て
、
歌
を
あ

げ
て
い
る
た
め
、
引
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
形
と
な
っ
て
い
る
（
こ
の

歌
は
京
大
に
も
あ
る
が
、
二
句
目
ま
で
が
「
故
郷
は
み
な
ち
り
は
て
ゝ
」
と
な
っ
て
お
り
、
冷

泉
家
本
と
は
か
な
り
異
同
が
あ
る
）。
ち
な
み
に
、
冷
泉
家
本
で
は
他
に
、
澪
標

巻
「
わ
ひ
ぬ
れ
は
」・
藤
裏
葉
巻
「
あ
さ
ひ
さ
す
」・
若
菜
下
巻
「
ゆ
ふ
や

み
は
」
の
三
首
が
、
引
歌
と
し
て
ひ
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
す
べ

て
の
『
源
氏
小
鏡
』
が
載
せ
て
い
る
。『
源
氏
小
鏡
』
が
引
歌
を
載
せ
な

い
方
針
を
取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
冷
泉
家
本
は
、
古
本
系
が
採
ら

な
か
っ
た
先
の
二
首
を
、
独
自
に
追
加
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
引
歌
二
首
以
外
に
、
冷
泉
家
本
が
原
典
か
ら
追
加
し
た

十
一
首
も
、
古
本
系
に
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。
一
方
で
、
九
首
が
増
補
本

系
の
天
理
図
書
館
本（
天
）と
、八
首
が
和
歌
中
心
本
系
の
京
都
大
学
本（
京

和
）と
一
致
す
る
。
ど
ち
ら
も
掲
載
す
る
和
歌
が
二
百
首
を
超
え
る
た
め
、

必
然
的
に
他
本
に
は
な
い
和
歌
を
多
く
持
っ
て
い
る
。
そ
の
点
は
差
し
引

い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
古
本
系
に
は
な
い
歌
が
、
増
補
さ
れ

た
系
統
と
重
な
る
点
に
注
目
し
た
い
。
さ
ら
に
、
六
首
が
梗
概
中
心
本
系

の
連
蔵
筆
天
理
図
書
館
本
（
連
）
と
一
致
す
る
の
も
、
興
味
深
い
点
で
あ

る
。
冷
泉
家
本
は
、
和
歌
の
面
か
ら
見
る
と
、
ど
う
も
第
一
系
統
（
古
本

系
）
の
範
疇
に
収
ま
ら
な
い
本
で
あ
る
気
が
し
て
く
る
。

四　

冷
泉
家
本
の
独
自
異
文

　

続
い
て
、
冷
泉
家
本
が
持
つ
和
歌
を
、
別
の
側
面
か
ら
見
て
い
き
た

い
。
和
歌
本
文
を
比
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、冷
泉
家
本
は
他
の
『
源
氏
小
鏡
』

諸
本
に
は
な
い
、
独
自
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
字

違
い
な
ど
、
誤
写
レ
ベ
ル
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
め
る
と
二
十
四
首
、
二

字
以
上
の
異
同
が
あ
る
も
の
に
絞
っ
て
も
十
二
首
に
、
独
自
異
文
を
有
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
が
『
源
氏
物
語
』
諸
本
の
異
同
に
よ
る
も
の
か
も
、
合

わ
せ
て
確
認
し
た
。
池
田
亀
鑑
氏
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』（
中
央
公
論
社　

一
九
五
六
年
一
月
）、
お
よ
び
源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
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本
集
成
』（
桜
楓
社　

一
九
八
九
年
三
月
）・『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』（
お
う
ふ

う　

二
〇
〇
五
年
五
月
）
に
よ
っ
て
、
原
典
の
本
文
状
況
を
『
源
氏
小
鏡
』
の

異
同
の
後
に
示
し
た
。
異
同
に
続
く
丸
括
弧
内
は
、『
源
氏
物
語
』
諸
本

の
略
号
で
あ
る
。
今
回
は
、
い
ず
れ
か
の
系
統
に
そ
の
本
文
が
あ
る
の
か

を
見
る
こ
と
が
目
的
の
た
め
、〈
青
表
紙
本
（
青
）・
河
内
本
（
河
）・
別

本
（
別
）〉
と
大
き
く
分
け
、
諸
本
間
に
特
に
異
同
が
な
け
れ
ば
総
称
で

示
し
、
個
別
に
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
適
宜
丸
括
弧
を
付
し
て
示
し
た
。

な
お
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
漢
字
仮
名
の
区
別
や
仮
名
遣
い
の
違
い
は

採
ら
な
か
っ
た
。
以
下
、
違
い
ご
と
に
分
類
し
た
も
の
を
あ
げ
る
（
和
歌

本
文
は
冷
泉
家
本
の
翻
刻
で
あ
り
、
和
歌
の
後
に
巻
名
と
丁
数
を
示
し
た
。
な
お
、『
源
氏
小
鏡
』

諸
本
の
略
号
は
、
和
歌
数
の
確
認
の
際
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
）。

〈
Ａ　

一
字
違
い
の
も
の
〉

① 

か
き
り
と
て
わ
か
る
ゝ
み
ち
の
か
な
し
き
ａ

は
い
か
ま
ほ
し
き
は
い
の
ち
な
り
け

り 

（
桐
壺　

二
オ
）

ａ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
連
・
京
和
「
に
」（
青
・

河
・
別
）

② 

は
ゝ
き
ゝ
の
ａ

こ
ゝ
ろ
も
し
ら
て
ｂ

そ
の
は
ら
や
み
ち
に
あ
や
な
く
ま
と
ひ
ぬ
る

か
な 

（
帚
木　

六
オ
）

ａ
天
・
京
和
「
こ
ゝ
ろ
を
」（
青
・
河
・
別
）　　

　

★
京
大
と
（

別
陽
明
家
本
）
は
冷
泉
家
本
と
一
致

　
　
（

青
伝
冷
泉
為
秀
筆
本
）
は
「
こ
ゝ
ろ
も
（
を
）」
と
あ
り
、訂
正
前
の
本
文
は
一
致
。

ｂ
天
・
京
大
・
京
和
「
そ
の
は
ら
の
」（
青
・
河
・
別
）

　

★
（

青
伝
冷
泉
為
秀
筆
本
・

別
静
嘉
堂
本
）
は
冷
泉
家
本
と
一
致

◇
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
神
・
大
・
理
・
連･･･

歌
ナ
シ

③ 

山
か
つ
の
ａ

か
き
を 

ｂ
あ
り
と
も
お
り
〳
〵
に
あ
は
れ
を
か
け
よ
な
て
し
こ
の

ｃ
花 

（
帚
木　

七
ウ
）

ａ
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
連
・
京
和
「
か
き
ほ
」（
青
・

　

河
・
別
）

　

★ 

（
青

池
田
本
・

別
陽
明
家
本
・
御
物
本
・
国
冬
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
）
は
冷
泉
家

本
と
一
致

ｂ
京
・
親
・
文
・
理
・
連
・
京
和
「
あ
る
と
も
」（
青
・
河
・
別
）　

　

宮
・
都
・
神
・
大
「
成
と
も
」　

国
「
ああ

る
カり

と
も
」　　

＊
天
の
み
一
致

ｃ
京
・
国
・
親
・
文
・
神
・
大
・
連
「
露
」（
青
・
河
・
別
）

　

＊ 

ｃ
は
独
自
異
文
で
は
な
い
が
、
注
意
が
必
要
な
異
同
で
あ
る
た
め
載
せ
た
。

　
　

 「
花
」
の
本
文
を
持
つ
『
源
氏
物
語
』
諸
本
は
な
く
、
冷
泉
家
本
と
宮
・
都
・
天
・

理
・
京
和
の
み
が
持
つ
異
文
で
あ
る
。
こ
こ
は
古
本
系
の
二
本
と
対
立
。

◇
京
大･･･
歌
ナ
シ
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④ 

さ
き
ま
し
る
ａ

い
ろ
は 

ｂ
い
つ
れ
に
わ
か
ね
と
も
な
を
と
こ
な
つ
に
し
く
ｃ

物
そ
な

き 

（
帚
木　

七
ウ
）

ａ
天
「
花
」（

青
池
田
本
・

別
御
物
本
・
国
冬
本
・
肖
柏
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
・
歴
博
本
）

　
　

★
連
と
（
青
・
河
・
別
）
は
冷
泉
家
本
と
一
致

ｂ
天
・
連
「
い
つ
れ
と
」（
青
・
河
・
別
）　
（

河
七
豪
源
氏
）「
い
つ
れ
も
」

ｃ
連
「
物
は
な
き
」　　

★
天
と
（
青
・
河
・
別
）
は
冷
泉
家
本
と
一
致

◇
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
京
和･･･

歌
ナ
シ

　

＊
細
か
い
違
い
だ
が
こ
の
歌
を
所
持
す
る
三
本
は
ど
れ
も
一
致
せ
ず

⑤ 

ａ
う
は
そ
く
の
を
こ
な
ふ
み
ち
を
し
る
へ
に
て
こ
ん
よ
も
ふ
か
き
ち
き
り
た
へ
す

な 
（
夕
顔　

一
三
オ
）

ａ 

京
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
京
大
・
京
和
「
う
は
そ
く
か
」（
青
・
河
・

別
）　

宮
「
う
は
そ
く
は
」

◇
理
・
連･･･

歌
ナ
シ

⑥
ａ

い
に
し
へ
は
か
く
や
は
人
の
ま
よ
ひ
け
ん
わ
か
ま
た
し
ら
ぬ
し
の
ゝ
め
の
み
ち

 

（
夕
顔　

一
三
オ
）

ａ
天
「
い
に
し
へ
も
」（
青
・
河
・
別
）

　

★
（

別
陽
明
家
本
）
は
「
い
に
し
へ
の
人
も
か
く
や
は
」
で
語
順
が
違
う

◇
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
連
・
京
和･･･

歌
ナ
シ

⑦ 

ゆ
ふ
露
に
ひ
も
と
く
ａ

は
な
の 

ｂ
た
そ
か
れ
に 

ｃ
ほ
の
か
に
見
え
し
ｄ

え
こ
そ

あ
り
け
れ  

（
夕
顔　

一
三
ウ
）

ａ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
和
「
は
な
は
」（
青
・
河
・

別
）　

★
（

別
陽
明
家
本
）
は
「
花
を
」
で
冷
泉
家
本
は
い
ず
れ
と
も
一
致
せ
ず

ｂ
京
・
親
・
文
・
天
・
京
和
「
玉
ほ
こ
の
」（
青
・
河
・
別
）　

　

国
・
都
・
神
・
大
「
た
そ
か
れ
の
」

　

＊
古
本
系
の
京
・
国
の
二
本
と
は
一
致
せ
ず
。
宮
・
理
と
一
致
。

　

＊ 

『
源
氏
物
語
』
で
は
い
ず
れ
の
諸
本
も
「
玉
ほ
こ
の
」
で
あ
り
、「
た
そ
か
れ
に

（
の
）」
は
一
部
の
『
源
氏
小
鏡
』
が
持
つ
異
文
で
あ
る
。

ｃ
京
・
親
・
文
・
天
・
京
和
「
た
よ
り
に
」（
青
・
河
・
別
）　

理
「
ほ
の
〳
〵
」

　

＊
こ
れ
も
『
源
氏
物
語
』
と
は
一
致
せ
ず
。
ｂ
で
一
致
し
た
理
と
対
立
。

　

＊
古
本
系
の
宮
・
国
、
増
補
・
簡
略
本
系
の
都
・
神
・
大
と
一
致
。
京
が
対
立
。

ｄ
京
・
宮
・
親
・
都
・
文
・
天
・
理
「
え
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」（
青
・
河
・
別
）　

　

国
「
え
に
こ
そ
あ
り
け
め
」　

神
「
ゆ
ふ
か
ほ
の
花
」　

大
「
光
に
こ
そ
有
け
れ
」

　

＊
こ
こ
は
神
・
大
が
大
き
く
対
立
。
京
和
の
み
一
致
。

◇
京
大
・
連･･･

歌
ナ
シ
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⑧
た
ち
は
な
の
ａ

か
ほ
な
つ
か
し
み
ほ
と
ゝ
き
す
は
な
ち
る
里
を
た
つ
ね
て
そ
と
ふ

 

（
花
散
里　

二
八
ウ
）

ａ 

京
・
宮
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
京
和
「
か
を
な
つ
か
し
み
」

（
青
・
河
・
別
）　

国
「
か
を
な
つ
か
し
き
」　

　

★
（

別
陽
明
文
庫
本
・
御
物
本
・
伏
見
天
皇
本
）
の
み
冷
泉
家
本
と
一
致

◇
連･･･

歌
ナ
シ

⑨ 

ａ
か
す
な
ら
ぬ
な
に
は
の
こ
と
も
ｂ

か
ひ
な
し
に
な
に
み
を
つ
く
し
お
も
ひ
そ
め

け
ん 

（
澪
標　

三
七
オ
）

ａ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
連
・
京
和
「
か
す
な

ら
て
」（
青
・
河
・
別
）

　

★
（

別
天
理
河
内
本
）
の
み
冷
泉
家
本
と
一
致

ｂ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
連
・
京
和
「
か
ひ
な

き
に
」（
青
・
河
・
別
）

⑩ 

わ
く
ら
は
に
ゆ
き
あ
ふ
み
ち
を
ａ

た
の
み
て
も
な
を
か
ひ
な
し
や
し
ほ
な
ら
ぬ
う

み 

（
関
屋　

三
八
オ
）

ａ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
神
・
大
・
京
大
・
京
和
「
た
の
み
し
も
」（
青
・
河
・

別
）　

都
「
た
の
み
し
を
」　

天
「
契
し
も
」　

＊
天
が
大
き
く
対
立

◇
連･･･

歌
ナ
シ

⑪ 

よ
こ
ふ
へ
の
ａ

し
ら
め
は
こ
と
に
か
は
ら
ぬ
を
む
な
し
く
な
り
し
ね
こ
そ
つ
き
せ

ね 

（
横
笛　

六
八
オ
）

ａ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
連
・
京
和
「
し
ら
へ
は
」（
青
・

河
・
別
）　

文
「
し
ら
へ
も
」

⑫ 

見
し
人
の
か
た
し
ろ
な
ら
は
ａ

身
に
か
へ
て 

ｂ
こ
ひ
し
く
せ
ゝ
の
な
て
物
に
せ

ん 

（
宿＊

原
典
で
は
東
屋
巻
の
歌

木　

九
二
オ
）

ａ
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
京
和
「
身
に
そ
へ
て
」（
青
・
河
・
別
）

　

京
大
「
身
に
う
へ
て
」　

＊
京
の
み
一
致

ｂ
京
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
京
大
・
京
和
「
こ
ひ
し
き
」（
青
・
河
・
別
）

◇
宮
・
理
・
連･･･

歌
ナ
シ

〈
Ｂ　

二
字
以
上
違
う
も
の
〉

①
あ
ふ
事
の
ａ

よ
を
身
し
た
て
ぬ
中
な
ら
は
ひ
る
ま
も
な
に
か
ま
は
ゆ
か
ら
ま
し

 

（
帚
木　

八
ウ
）

ａ 
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
連
・
京
和
「
よ
を
し
へ
た
て

ぬ
」（
青
・
河
・
別
）

◇
京
大･･･
歌
ナ
シ
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② 
さ
ゝ
か
に
の
ふ
る
ま
ひ
し
け
き
ゆ
ふ
く
れ
に
ひ
る
ま
す
く
せ
と
ａ

い
ふ
か
わ
り
な

さ 

（
帚
木　

八
ウ
）

ａ
京
・
宮
・
都
・
連
「
い
ふ
か
あ
や
な
き
」

　

親
・
文
「
い
ふ
か
あ
や
な
さ
」（
青
・
河
・
別
）

　

国
「
い
ふ
か
は
り
な
き
」　

理
「
い
ふ
か
わ
り
な
き
」　

　

天
「
い
ふ
そ
は
り
な
き
」　

大
「
い
ふ
も
わ
り
な
き
」

　

神
「
い
ふ
か
は
か
な
き
」　

京
和
「
い
ふ
か
は
か
な
さ
」

　
　

★ 

（
別

陽
明
家
本
）
は
「
あ
え
な
さ
」・（

別
御
物
本
）
は
「
あ
や
な
み
」・（

別
国
冬
本・

阿
里
莫
本
）
は
「
あ
や
な
き
」
と
な
っ
て
お
り
、
原
典
に
も
揺
れ
が
あ
る
。

　
　
　

冷
泉
家
本
は
、
国
・
理
・
天
・
大
と
比
較
的
近
い
。

◇
京
大･･･

歌
ナ
シ

③ 

ａ
か
り
に
た
に
の
き
は
の
お
き
を
む
す
は
す
は
露
の
か
こ
と
を
な
に
ゝ
か
け
ま
し

 

（
空
蝉　

一
〇
ウ
）

ａ
親
・
文
・
天
・
大
・
理
・
連
・
京
和
「
ほ
の
か
に
も
」（
青
・
河
・
別
）

◇
京
・
宮
・
国
・
都
・
神
・
京
大･･･

歌
ナ
シ

④
山
の
は
の
こ
ゝ
ろ
も
し
ら
て
ａ

ゆ
く
月
の
う
わ
の
そ
ら
に
て
か
け
や
ｂ

き
え
な
ん

 

（
夕
顔　

一
三
ウ
）

ａ
京
和
「
入
月
の
」　

★
（
青
・
河
・
別
）
は
「
ゆ
く
月
は
」
で
冷
泉
家
本
に
近
い

ｂ
京
和
「
た
え
な
ん
」（
青
・
河
・
別
）　

＊
二
本
と
も
原
典
に
は
な
い
本
文
を
持
つ

◇
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
連･･･

歌
ナ
シ

⑤ 

ａ
身
を
す
て
ゝ 

ｂ
や
す
ら
い
ぬ
と
も
き
み
か
あ
た
り
さ
ら
ぬ
か
ゝ
み
の
か
け
は

は
な
れ
し 

（
須
磨　

二
九
ウ
）

ａ
宮
・
親
・
都
・
文
・
天
・
大
・
京
大
・
連
・
京
和
「
身
は
か
く
て
」（
青
・
河
・
別
）

ｂ
京
・
宮
・
国
・
都
・
理
・
連
・
京
和
「
さ
す
ら
い
ぬ
」　

　

親
・
文
・
天
・
神
・
大
・
京
大
「
さ
す
ら
へ
ぬ
」（
青
・
河
・
別
）

　

★
（

別
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
）
の
み
「
さ
す
ら
ひ
ぬ
」
で
、
古
本
系
三
本
と
一
致
。

　

＊
冷
泉
家
本
だ
け
が
「
や
す
ら
い
ぬ
」
だ
が
、
こ
れ
で
は
歌
意
不
明
。

⑥ 

し
ほ
〳
〵
し
ほ
と
ま
つ
そ
な
か
る
ゝ
か
り
そ
め
の
み
る
め
は
ａ

う
ら
の
す
さ
み

な
れ
と
も　
　

 

（
明
石　

三
六
オ
）

ａ
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
「
あ
ま
の
」（
青
・
河
・
別
）

◇
連
・
京
和･･･

歌
ナ
シ

⑦ 
身
を
か
へ
て
ひ
と
り
ａ

か
へ
れ
り
ふ
る
さ
と
に
き
ゝ
し
に
に
た
る
松
か
せ
そ
ふ
く

 

（
松
風　

四
二
オ
）

ａ 

京
・
宮
・
親
・
都
・
文
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
京
和
「
か
へ
れ
る
」（
青
・
河
・
別
）

　

国
「
か
く
る
ゝ
」　

天
「
か
へ
れ
は
」
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◇
連･･･

歌
ナ
シ

⑧ 

ａ
を
と
め
こ
も
神
さ
ひ
ぬ
ら
ん
あ
ま
つ
袖
ｂ

ふ
る
き
世
の
事
よ
は
ひ
へ
ぬ
れ
は

 

（
少
女　

四
五
オ
）

ａ
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
「
を
と
め
こ
か
」（

河
七
豪
源
氏
）

　

★
京
大
・
連
・
京
和
と
（
青
・
河
・
別
）
は
冷
泉
家
本
と
一
致

ｂ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
京
大
・
連
・
京
和
「
ふ
る
き
よ
の

と
も
」（
青
・
河
・
別
）

　

★ 

（
河

大
島
本
）「
ふ
る
き
も
の
と
も
」・（

別
伝
二
条
院
讃
岐
筆
本
）「
ふ
る
き
世
ゝ

に
も
」・（

別
国
冬
本
）「
ふ
る
き
よ
と
み
の
」
と
、
原
典
に
揺
れ
は
あ
る
が
、

冷
泉
家
本
は
ど
れ
と
も
一
致
し
な
い
。

◇
理
…
歌
ナ
シ

⑨
花
の
か
を
ゑ
な
ら
ぬ
袖
に
う
つ
し
も
て
ａ

こ
と
あ
や
ま
り
に
い
も
や
と
か
め
ん

 

（
梅
枝　

五
七
オ
）

ａ
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
神
・
京
大
「
こ
と
あ
や
ま
り
と
」（
青
・
河
・
別
）

　

天
「
こ
と
あ
り
か
ほ
に
」　

大
「
こ
と
あ
や
ま
つ
と
」

　

★ 

（
河

七
豪
源
氏
・

別
陽
明
家
本
・
保
坂
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
）
は
冷
泉
家
本

と
一
致

◇
理
・
連
・
京
和･･･

歌
ナ
シ

⑩ 

い
ま
は
と
て
も
え
ん
ａ

け
ふ
り
の
む
す
ほ
ゝ
れ
た
え
ぬ
お
も
ひ
の
ｂ

な
と
や 

ｃ
こ
ふ
ら
ん 　
　
　

 

（
柏
木　

六
六
オ
）

ａ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
連
・
京
和
「
け
ふ
り
も
」（
青
・

河
・
別
）　

＊
文
・
天
は
一
致

ｂ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
連
・
京
和
「
な
を
や
」（
青
・

河
・
別
）　

都
「
い
ろ
や
」

ｃ
京
・
親
・
文
・
神
・
京
大
「
の
こ
ら
ん
」（
青
・
河
・
別
）

　

宮
・
国
・
都
・
天
・
大
・
理
・
連
・
京
和
「
残
さ
ん
」（

別
阿
里
莫
本
）

　

＊
冷
泉
家
本
の
み
「
な
と
や
こ
ふ
ら
ん
」
だ
が
、
歌
意
が
大
き
く
変
わ
る
。

⑪
露
け
さ
は
ａ

む
か
し
も
い
ま
も
お
ほ
ゝ
え
す
大
か
た
秋
の
よ
こ
そ
つ
ら
け
れ

 

（
御
法　

七
三
オ
）

ａ
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
京
大
「
む
か
し
い
ま
と
も
」（
青
・

　

河
・
別
）　

★
（

別
東
大
本
）
の
み
冷
泉
家
本
と
一
致

◇
理
・
連
・
京
和･･･

歌
ナ
シ

⑫
よ
そ
へ
て
そ
見
る
へ
か
り
け
る
し
ら
露
の
ａ

ち
き
り
か
お
し
き
あ
さ
か
ほ
の
は
な

 

（
宿
木　

九
一
オ
）

ａ
京
・
親
・
都
・
文
・
天
・
大
・
京
大
・
京
和
「
ち
き
り
か
お
き
し
」（
青
・
河
・
別
）
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国
「
ち
き
り
か
け
を
き
し
」　

神
「
ち
き
り
に
を
け
る
」　

　

★
（

別
国
冬
本
）
の
み
冷
泉
家
本
と
一
致

◇
宮
・
理
・
連･･･

歌
ナ
シ

〈
Ｃ　
『
源
氏
小
鏡
』
の
中
で
冷
泉
家
本
が
他
の
一
本
の
み
と
一
致
す
る
も
の
〉

①
さ
き
の
世
の
ち
き
り
し
ら
る
ゝ
身
の
う
さ
に
ゆ
く
す
ゑ
か
ね
て
た
の
み
か
た
さ
よ

 

（
夕
顔　

一
三
オ
）

　

★
京
和
と
（
青
・
河
・
別
）
は
冷
泉
家
本
と
一
致

　

★
（

別
陽
明
文
庫
本
）
の
み
「
ゆ
く
す
ゑ
ま
て
は
」

◇
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
連
…
歌
ナ
シ

② 

て
に
つ
み
て
い
つ
し
か
も
見
ん
む
ら
さ
き
の
ね
に
ａ

か
よ
ひ
た
る
の
へ
の
わ
か
く

さ 

（
若
紫　

一
五
オ
）

ａ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
京
和
「
か
よ
ひ
け
る
」

（
青
・
河
・
別
）　

★
（

別
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
）
の
み
冷
泉
家
本
と
一
致

　

＊ 

連
の
み
一
致
。
た
だ
し
上
の
句
が
「
い
つ
し
か
に
て
に
つ
み
て
み
む
」
の
た
め
、

歌
意
は
変
わ
ら
な
い
が
、
全
体
と
し
て
は
異
同
あ
り
。

③ 

な
つ
か
し
き
ａ

い
ろ
と
も
な
き
に
な
に
ゝ
こ
の
す
ゑ
つ
む
は
な
を
そ
て
に
ふ
れ
け

ん 

（
末
摘
花　

一
九
オ
）

ａ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
「
い
ろ
と
も
な
し
に
」（
青
・

河
・
別
）　

京
和
「
い
ろ
に
も
な
き
に
」　　

＊
連
の
み
一
致

④ 

み
を
つ
く
し
こ
ふ
る
し
る
し
に
こ
ゝ
ａ

に
て
も
め
く
り
ｂ

あ
ひ
け
る
え
に
は
ふ
か

　

し
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
澪
標　

三
七
オ
）

ａ 

宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
理
・
京
大
・
京
和
「
ま
て
も
」（
青
・
河
・
別
）

大
「
ま
て
に
」　

神
「
に
て
と
」　　

＊
京
の
み
一
致

ｂ 

宮
・
国
・
親
・
都
・
天
・
神
・
大
・
理
・
京
大
・
京
和
「
あ
ひ
ぬ
る
」（

青
横
山
本
の
み
）

　

★
京
・
文
と
（
青
・
河
・
別
）
は
冷
泉
家
本
と
一
致

　

＊ 

連
は
「
身
を
つ
く
し
こ
ふ
る
し
る
し
の
え
に
し
あ
れ
は
め
く
り
あ
ひ
ぬ
る
な
に

は
江
の
う
ら
」
と
、
別
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。

⑤ 

こ
ゑ
は
せ
て
身
を
の
み
こ
か
す
ほ
た
る
こ
そ
ａ

い
ふ
に
は
ま
さ
る
ｂ

お
も
ひ
な
り

け
れ 

（
蛍　

五
一
オ
）

ａ
京
・
親
・
京
大
「
い
ふ
よ
り
ま
さ
る
」（
青
・
河
・
別
）

　

宮
・
国
・
都
・
文
・
神
・
大
・
理
「
い
ふ
に
も
ま
さ
る
」

　

天
「
い
ふ
よ
り
あ
ま
る
」　

京
和
「
い
ふ
に
増
れ
る
」　　

＊
連
の
み
一
致

ｂ
国
・
神
・
大
・
連
「
お
も
ひ
な
り
け
り
」　

京
「
心
な
る
ら
め
」

　

親
・
文
・
天
・
京
大
「
お
も
ひ
な
る
ら
め
」（
青
・
河
・
別
）

　

★
宮
・
都
・
理
・
京
和
と
（

別
阿
里
莫
本
）
は
冷
泉
家
本
と
一
致
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＊
京
が
冷
泉
家
本
と
対
立
。
二
本
は
原
典
と
も
一
致
し
な
い
。

⑥
め
つ
ら
し
と
ふ
る
さ
と
人
も
ａ

ま
ち
も
み
ん
花
の
に
し
き
を
き
て
か
へ
る
き
み

 

（
梅
枝　

五
七
オ
）

ａ 

京
・
宮
・
親
・
都
・
文
・
天
・
大
・
京
大
「
ま
ち
そ
み
ん
」（
青
・
河
・
別
）

　

神
「
ま
ち
も
せ
ん
」　　

＊
国
の
み
一
致

◇
理
・
連
・
京
和･･･

歌
ナ
シ

⑦ 

ひ
か
り
い
て
ん
あ
か
つ
き
ち
か
く
な
り
に
け
り
い
ま
そ
見
し
よ
の
ａ

物
か
た
り
す

る 

（
若
菜
上　

六
〇
ウ
）

ａ
京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
京
大
・
京
和
「
ゆ
め
か
た
り
」（
青
・
河
・
別
）

◇
理
・
連･･･

歌
ナ
シ　
　

＊
大
の
み
一
致

⑧ 

た
ち
は
な
の
ａ

こ
し
ま
か
い
ろ
も
か
は
ら
し
を
こ
の
ｂ

う
き
ふ
ね
の
ゆ
く
ゑ
し
ら

れ
ぬ 

（
浮
舟　

九
四
ウ
）

ａ
都
・
神
「
こ
し
ま
の
い
ろ
も
」

　

国
・
京
大
・
京
和
「
こ
し
ま
は
い
ろ
も
」（

別
麦
生
本
）

　

大
・
連
「
こ
し
ま
か
い
ろ
は
」（

別
陽
明
家
本
）

　

宮
・
親
・
文
・
天
「
こ
し
ま
の
い
ろ
は
」（
青
・
河
・
別
）　　

＊
京
の
み
一
致

ｂ 

京
・
宮
・
国
・
親
・
都
・
文
・
天
・
神
・
大
・
京
大
・
京
和
「
う
き
ふ
ね
そ
」（
青
・

河
・
別
）　　

＊
連
の
み
一
致

◇
理･･･

歌
ナ
シ

　
〈
Ａ
〉・〈
Ｂ
〉
が
、『
源
氏
小
鏡
』
十
三
本
と
比
較
し
て
、
冷
泉
家
本
が

独
自
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
歌
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
Ａ
①
ａ
②
ｂ
③
ａ

④
ｂ
⑤
ａ
⑥
ａ
⑦
ａ
⑧
ａ
⑨
ａ
ｂ
⑩
ａ
⑪
ａ
⑫
ｂ
／
Ｂ
①
ａ
②
ａ
③
ａ
④

ａ
ｂ
⑤
ｂ
⑥
ａ
⑦
ａ
⑧
ｂ
⑨
ａ
⑩
ｂ
ｃ
⑪
ａ
⑫
ａ
の
二
十
七
箇
所
が
、
冷

泉
家
本
の
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
わ
ず
か
な
違
い
で
は

あ
る
が
、
誤
写
と
し
て
切
り
捨
て
る
に
は
た
め
ら
わ
れ
る
も
の
も
多
く
含

む
。
冷
泉
家
本
が
見
た
本
に
そ
う
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
た
め
、『
源
氏

物
語
』
諸
本
の
中
に
、
一
本
で
も
冷
泉
家
本
と
一
致
す
る
本
文
を
持
つ
も

の
を
拾
っ
て
み
る
。
Ａ
②
ａ
ｂ
③
ａ
④
ａ
ｃ
⑧
ａ
⑨
ａ
／
Ｂ
⑧
ａ
⑨
ａ
⑪

ａ
⑫
ａ
の
、
十
一
箇
所
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
独
自
異
文
全
体
か
ら
す

れ
ば
四
割
ほ
ど
で
あ
る
。
誤
写
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
一
方
で
、
冷
泉

家
本
だ
け
が
持
っ
て
い
る
異
文
も
多
い
。
ま
た
、〈
Ａ
〉・〈
Ｂ
〉
の
中
で
、

冷
泉
家
本
が
古
本
系
の
京
都
大
学
本
と
対
立
す
る
箇
所
は
二
十
八
箇
所
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
二
十
六
箇
所
（
約
九
割
）
は
、
現
存
す
る
『
源
氏
物
語
』

の
本
文
と
一
致
す
る
。
京
都
大
学
本
は
、
そ
れ
だ
け
原
典
に
忠
実
に
梗
概

化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
、
冷
泉
家
本
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
本
文
を
残
し
て
い
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。



242

　

視
点
を
変
え
て
、〈
Ｃ
〉
と
し
て
冷
泉
家
本
が
他
の
『
源
氏
小
鏡
』
一

本
と
だ
け
共
通
す
る
場
合
も
あ
げ
た
。〈
Ａ
〉〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
の
中
で
、

十
五
箇
所
が
一
本
の
み
と
一
致
す
る
。
内
訳
は
、
京
３
・
国
１
・
天
２
・

大
１
・
京
大
１
・
連
５
・
京
和
２
で
あ
る
。
古
本
系
の
京
都
大
学
本
（
京
）

と
一
致
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
梗
概
中
心
本
系
の
連
蔵
筆
天
理
図
書
館
本

（
連
）
と
一
致
す
る
方
が
、
わ
ず
か
に
多
い（

5
（

。
連
蔵
筆
本
と
い
え
ば
、
和

歌
数
は
百
十
五
首
で
あ
り
な
が
ら
、冷
泉
家
本
追
加
和
歌
十
三
首
の
う
ち
、

六
首
を
有
す
る
本
で
あ
っ
た
。本
文
上
は
明
ら
か
に
別
の
系
統
で
あ
る
が
、

和
歌
に
関
し
て
は
、
何
か
共
通
点
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、『
源
氏
小
鏡
』
が
系
統
ご
と
に
正
し
く
写
さ
れ
て
い
っ
た

と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
正
確
に
写
す
意
識
な
ど
、
も
と
か
ら
な

い
こ
と
は
承
知
の
う
え
で
見
て
も
、冷
泉
家
本
の
独
自
異
文
に
関
し
て
は
、

す
べ
て
の
『
源
氏
小
鏡
』
の
原
初
形
態
と
さ
れ
る
、
古
本
系
の
京
都
大
学

本
と
対
立
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、

京
都
大
学
本
が
青
表
紙
本
を
は
じ
め
と
す
る
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
と
一

致
す
る
こ
と
が
多
い
。
冷
泉
家
本
が
写
し
間
違
え
た
か
、
あ
る
い
は
現
存

し
な
い
（
発
見
さ
れ
て
い
な
い
）
別
本
や
、
注
釈
書
な
ど
に
よ
っ
た
か
は

判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
点
か
ら
も
、
冷
泉
家
本
を
第
一
系
統
（
古
本
系
）

に
入
れ
て
よ
い
の
か
、
疑
問
が
残
る
。

五　

横
浜
本
『
源
氏
小
鏡
』
と
の
関
わ
り

　

最
後
に
、『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
の
解
題
に
あ
っ
た
、
横
浜
本
が
冷

泉
家
本
と
似
て
い
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
岩
坪

氏
は
、「
寄
合
を
減
ら
し
、
付
合
の
説
明
文
を
改
変
し
て
い
る
が
、
和
歌

は
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
よ
り
少
な
い
」
と
い
う
簡
単
な
説
明
を
さ
れ
た
だ
け

で
、
和
歌
数
な
ど
に
は
触
れ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
横
浜
本
は
、
近
藤
ひ

な
こ
氏
「
横
浜
本
『
源
氏
小
鏡
』
断
章　

桐
壺
～
明
石
／
澪
標
～
玉
鬘
」（

6
（

に
よ
り
、
翻
刻
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
続
き
は
公
開
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
本
文
の
確
認
は
玉
鬘
巻
ま
で
を
対
象
と
す
る
。

　

ま
ず
、
近
藤
ひ
な
こ
氏
「
横
浜
本
『
源
氏
小
鏡
』
翻
刻
断
章　

澪
標
～

玉
鬘
」（「
物
語
研
究
」
第
四
号　

物
語
研
究
会　

二
〇
〇
四
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
横

浜
本
は
「
百
十
首
本
系
統
（
古
本
系
）
に
属
し
、
原
典
か
ら
の
引
用
歌
数

は
百
十
二
首
（
引
歌
を
入
れ
る
と
百
十
五
首
…
引
用
者
注
）」
と
あ
る
。
和

歌
数
は
百
十
首
前
後
で
、問
題
な
く
古
本
系
に
該
当
す
る
。
冷
泉
家
本
は
、

横
浜
本
よ
り
八
首
多
く
、
百
二
十
三
首
（
引
歌
を
含
む
）
も
あ
る
た
め
、

同
じ
系
統
と
判
断
す
る
の
は
、
少
し
た
め
ら
わ
れ
る
。

　

次
に
、
冷
泉
家
本
が
追
加
し
た
和
歌
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
横
浜
本
は

追
加
和
歌
十
三
首
の
う
ち
、
九
首
（
帚
木
「
さ
き
ま
し
る
」、
空
蝉
「
ほ
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の
め
か
す
」・「
う
つ
せ
み
の
」、夕
顔「
さ
き
の
よ
の
」・「
に
ほ
と
り
の
」・「
い

に
し
へ
は
」・「
や
ま
の
は
の
」、
若
紫
「
さ
と
は
み
な
」、
花
宴
「
ふ
か
き

よ
の
」）
を
持
た
な
い（

7
（

。
横
浜
本
も
、
古
本
系
に
比
べ
る
と
四
首
増
え
て

は
い
る
が
、
こ
の
部
分
に
大
幅
な
増
補
が
あ
る
こ
と
が
、
冷
泉
家
本
の
特

徴
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
和
歌
本
文
は
、
冷
泉
家
本
の
独
自
異
文
二
十
箇
所
（
玉
鬘
巻
ま

で
）
の
う
ち
、
十
五
箇
所
（
Ａ
①
ａ
②
ａ
ｂ
③
ａ
⑤
ａ
⑦
ａ
⑧
ａ
⑨
ａ
ｂ

／
Ｂ
①
ａ
②
ａ
③
ａ
⑤
ｂ
⑦
ａ
⑧
ａ
）
が
対
立
す
る
。
七
割
強
に
相
当
す

る
数
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
他
の
『
源
氏
小
鏡
』
お
よ
び
原
典
の

諸
本
と
も
一
致
す
る
。
特
に
Ｂ
①
「
よ
を
身
し
た
て
ぬ
」・
③
「
か
り
に

た
に
」
は
、
冷
泉
家
本
が
他
の
『
源
氏
小
鏡
』
と
も
原
典
と
も
一
致
し
な

か
っ
た
部
分
で
あ
る
。
今
回
の
論
旨
が
和
歌
の
追
加
と
独
自
異
文
で
あ
る

以
上
、
こ
れ
ら
は
見
過
ご
し
が
た
い
違
い
だ
と
思
う
。

　

た
だ
し
、
横
浜
本
は
冷
泉
家
本
と
は
相
容
れ
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
そ

う
で
は
な
い
。
冷
泉
家
本
と
横
浜
本
だ
け
が
一
致
す
る
部
分
も
あ
る
。
Ａ

⑩
ａ
「
た
の
み
て
も
」、
Ｂ
⑥
ａ
「
う
ら
の
」・
⑧
ｂ
「
ふ
る
き
世
の
事
」、

の
三
箇
所
で
あ
る
。
特
に
Ｂ
の
二
つ
は
、
誤
写
と
は
言
い
が
た
い
本
文
で

あ
り
、
こ
の
一
致
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
冷
泉
家
本
の
特

徴
の
一
つ
で
あ
る
寄
合
語
の
省
略
に
関
し
て
も
、
寄
合
語
の
数
や
、
寄
合

語
を
持
た
な
い
巻
な
ど
、冷
泉
家
本
と
横
浜
本
の
状
況
は
一
致
し
て
い
る
。

二
本
の
関
わ
り
に
お
い
て
重
要
な
点
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
別

の
機
会
に
考
え
た
い
。

お
わ
り
に

　

冷
泉
家
本
は
、古
本
系
に
独
自
に
追
加
し
た
和
歌
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、

和
歌
本
文
に
も
独
自
異
文
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。『
源
氏
小

鏡
』
は
伝
本
の
数
も
多
く
、
幾
度
と
な
く
書
写
・
改
訂
を
繰
り
返
し
て
い

る
た
め
に
、
同
系
統
と
分
類
さ
れ
る
も
の
の
中
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い

が
見
ら
れ
る
。
簡
単
に
「
○
○
本
」
と
一
致
す
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で

あ
る
の
は
確
か
だ
が
、
冷
泉
家
本
の
和
歌
本
文
に
は
、
原
初
形
態
と
さ
れ

る
古
本
系
、
お
よ
び
現
存
す
る
『
源
氏
物
語
』
本
文
と
対
立
す
る
異
文
も

多
く
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
古
本
系
に
は
な
い
和
歌
の
追
加
と
い
う
面
に
は
、
原
初
形
態
に

手
を
加
え
よ
う
と
し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
増
補
歌
は

関
屋
巻
ま
で
に
留
ま
っ
て
お
り
、
絵
合
巻
以
降
は
京
都
大
学
本
と
持
っ
て

い
る
和
歌
に
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
本
系
に
和
歌
を

追
加
し
、
新
た
な
増
補
本
を
作
ろ
う
と
し
た
過
程
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で

き
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
冷
泉
家
本
の
外
題
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
冷
泉
家
本
は
、
表
紙
に
貼
ら
れ
た
題
簽
に
「
源
紙
之
ま
す
か
ゝ
み
」
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と
あ
る
。
岩
坪
氏
も
解
題
で
、「「
源
氏
」
を
「
源
紙
」
と
表
記
す
る
の
も
、

ま
た
『
源
氏
小
鏡
』
を
「
源
氏
増
鏡
」
と
呼
ぶ
の
も
珍
し
い
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
。
こ
の
題
簽
を
書
い
た
人
物
が
、
冷
泉
家
本
の
制
作
者
と
は
限

ら
な
い
が
、
古
本
系
『
源
氏
小
鏡
』
よ
り
、
何
か
を
増
や
そ
う
と
し
た
が

ゆ
え
の
題
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
す
で
に
解
題
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
冷
泉
家
本
に
は
寄
合

語
の
省
略
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今
回
は
独
自
和
歌
か

ら
の
考
察
を
試
み
た
が
、
古
本
系
と
の
違
い
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

他
の
視
点
か
ら
も
見
直
す
こ
と
で
、
冷
泉
家
本
の
性
格
は
よ
り
明
ら
か
に

な
る
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
冷
泉
家
本
は
第
一
系
統
（
古
本
系
）
に
収
ま
り
き

ら
な
い
性
格
を
有
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
貴
重
な
内
容
を
持
つ
一
本

で
あ
る
と
い
え
る
。

〈
注
〉

（
1
）　

稲
賀
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
百
三
十
首
本
系
統
が
改
訂
本
系
に
、

異
本
系
統
が
増
補
本
以
降
に
あ
た
る
。
稲
賀
氏
は
「
異
本
系
統
は
大
別

し
て
増
補
の
方
向
に
向
う
も
の
と
、
省
略
の
方
向
に
向
う
も
の
と
が
あ

る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
『
源
氏
物
語
の
研
究
』
第
三
章
第
二
節
五
）。

（
2
）　
『
源
氏
小
鏡
』
は
原
典
で
引
歌
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
和
歌
も

採
用
す
る
。
本
来
は
区
別
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
は
ど
れ
だ
け
の

和
歌
を
持
っ
て
い
る
か
を
見
る
た
め
に
総
数
に
入
れ
た
。
以
下
、
岩
坪

氏
の
『
諸
本
集
成
』
内
の
歌
番
号
と
、
今
回
あ
げ
た
総
数
に
違
い
が
あ

る
も
の
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。

京
112
…
歌
番
号
は
113
ま
で
だ
が
、
一
首
は
傍
書
書
入
の
た
め
、
数
に
入
れ
な
か
っ
た
。

大
110
… 

歌
番
号
は
108
ま
で
だ
が
、
真
木
柱
巻
「
今
は
と
て
」・
宿
木
巻
「
ほ
に
出
ぬ
」
の
二

首
に
は
番
号
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
数
に
加
え
た
。

京
和
203
… 

歌
番
号
は
206
ま
で
だ
が
、
四
首
は
朱
書
の
頭
注
の
た
め
、
数
に
入
れ
な
か
っ
た
。

匂
宮
巻
「
た
か
せ
に
か
」
は
、
柏
木
巻
に
あ
る
歌
の
た
め
、『
諸
本
集
成
』
で
は

柏
木
巻
と
同
じ
歌
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
歌
が
本
文
中
に
改
め
て
載
せ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
は
数
に
入
れ
た
。
そ
の
た
め
203
と
し
た
。

（
3
）　

岩
坪
氏
は
解
題
で
十
四
首
の
追
加
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
が
、

十
三
首
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
4
）　

空
蝉
巻
に
あ
る
「
か
り
に
た
に
」「
ほ
の
め
か
す
」
の
二
首
は
、『
源

氏
物
語
』
で
は
夕
顔
巻
の
終
わ
り
に
あ
る
贈
答
歌
で
あ
る
が
、『
源
氏

小
鏡
』
諸
本
の
中
で
は
共
通
し
て
空
蝉
巻
に
あ
る
。

（
5
）　

た
だ
し
、
連
蔵
筆
本
は
梗
概
の
ま
と
め
方
が
、
一
部
人
物
名
を
は

じ
め
に
持
っ
て
く
る
特
異
な
書
き
方
（『
源
氏
小
鏡
』
の
大
半
は
「
こ
の
ま
き
○

○
と
い
ふ
こ
と
」
で
書
き
始
め
る
の
が
基
本
）
に
な
っ
て
お
り
、
他
の
本
と
は
少

し
性
格
が
違
う
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
は
和
歌
だ
け
を
比
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べ
た
た
め
、
本
文
の
性
格
は
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
。

（
6
）　

近
藤
ひ
な
こ
氏
「
横
浜
本
『
源
氏
小
鏡
』
翻
刻
断
章　

桐
壺
～
明

石
」（「
物
語
研
究
」
第
三
号　

物
語
研
究
会　

二
〇
〇
三
年
三
月
）・「
横

浜
本
『
源
氏
小
鏡
』
翻
刻
断
章　

澪
標
～
玉
鬘
」（「
物
語
研
究
」
第
四

号　

物
語
研
究
会　

二
〇
〇
四
年
三
月
）

（
7
）　

近
藤
氏
前
掲
論
文
の
解
説
に
、
一
部
分
の
み
早
蕨
巻
の
翻
刻
が
あ

る
。
そ
こ
に
冷
泉
家
本
に
は
な
い
歌
が
一
首
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
全

歌
数
の
差
は
八
首
と
し
た
。

（
は
し
も
と　

み
か
／
常
翔
啓
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校　

非
常
勤
講
師
）


